
一　　般　　質　　問

た
事
業
の
実
施
や
旅
行
商
品

の
開
発
、
ま
た
、
築
城
４
５

０
年
事
業
を
、
市
民
と
行
政

が
一
体
的
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
で
、
観
光
客
数
と
観
光
消

費
額
の
増
加
に
繋
が
っ
た
。

問
第
２
次
三
原
市
観
光
戦

略
プ
ラ
ン
の
具
体
策
は
。

答
寺
社
を
活
用
し
た
日
本

文
化
を
体
験
す
る
観
光
商
品

や
、
空
港
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
対
象
に
タ
ク
シ
ー
等
の

二
次
交
通
を
活
用
し
た
広
域

周
遊
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
、

認
知
度
向
上
と
誘
客
促
進
を

図
る
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

高
坂
自
然
休
養
村
と
佛
通
寺
に

お
け
る
観
光
戦
略
に
つ
い
て

問
管
理
セ
ン
タ
ー
改
修
後

の
利
用
実
績
は
。

答
高
坂
自
然
休
養
村
の
今

年
度
の
利
用
者
数
は
、
10
月

末
で
約
１
万
４
０
０
人
と
前

年
同
月
比
約
60
％
の
増
加

で
、
目
標
値
の
２
万
５
千
人

に
近
づ
く
見
込
み
で
あ
る
。

問
佛
通
寺
へ
の
参
拝
者
や

観
光
客
の
推
移
に
つ
い
て
。

答
過
去
３
年
間
の
平
均
観

光
客
数
は
約
７
万
５
千
人
で

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
は
約
５
万
２

千
人
、
今
年
の
紅
葉
シ
ー
ズ

ン
も
平
年
並
み
だ
っ
た
。

問
公
共
交
通
機
関
と
マ
イ

カ
ー
利
用
者
の
実
績
は
。

答
本
年
の
お
お
よ
そ
の
利

用
実
績
数
は
、
マ
イ
カ
ー
が

１
万
５
５
０
０
台
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
が
７
７
０
０
人
、
観

光
バ
ス
は
１
０
０
台
で
３
１

０
０
人
の
乗
車
数
だ
っ
た
。

過
去
３
年
間
の
平
均
は
、
マ

イ
カ
ー
が
１
万
４
７
０
０

台
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
７
千

人
、
観
光
バ
ス
は
約
90
台
で

２
７
０
０
人
と
順
調
に
推
移

し
て
い
る
。

問
平
成
25
年
実
施
の
「
瀬

戸
内
ひ
ろ
し
ま
、
宝
し
ま

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
っ
た
か
。

答
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

広
島
県
や
広
島
県
観
光
連

盟
、地
元
自
治
体
、JR
グ
ル
ー

プ
が
一
体
と
な
り
実
施
し

た
。
本
市
で
は
、
タ
コ
の
魅

力
情
報
案
内
所
の
開
設
や
多

島
美
を
楽
し
む
ミ
ニ
ク
ル
ー

ズ
の
運
航
、
や
っ
さ
体
験
ツ

ア
ー
、
タ
コ
や
ス
イ
ー
ツ

マ
ッ
プ
の
作
成
等
を
実
施
し

た
。
し
か
し
、
日
帰
り
の
観

光
客
が
多
く
、
観
光
消
費
に

結
び
つ
か
な
い
取
り
組
み
で

も
あ
っ
た
。

問
そ
の
課
題
に
ど
の
よ
う

な
対
応
を
と
っ
た
か
。

答
周
遊
や
滞
在
時
間
の
延

長
に
繋
が
る
取
り
組
み
と
し

て
、
三
原
観
光
協
会
へ
観
光

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
て
の
観
光
資
源
を
活
用
し

問
２
０
５
０
年
の
人
口
推

計
は
、
６
万
２
千
人
。
こ
の

ま
ま
で
は
三
原
は
廃
墟
の
街

に
な
る
。
起
こ
り
う
る
未
来

を
想
像
す
れ
ば
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
病
院
な
ど

生
活
に
必
要
な
施
設
の
存
続

が
厳
し
く
な
る
。
公
共
料
金

等
の
更
な
る
値
上
げ
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
く
な
り
、
市

民
生
活
に
不
利
益
が
発
生
す

る
と
考
え
ら
れ
強
い
危
機
感

を
持
つ
。

　

人
口
問
題
を
議
論
す
る

際
、
2
つ
の
意
見
が
あ
る
。

人
口
減
は
国
全
体
の
課
題
で

あ
り
、
人
口
増
を
諦
め
る
。

も
し
く
は
、
人
口
10
万
人
を

目
標
に
施
策
を
展
開
す
る
か

ど
ち
ら
か
で
あ
る
が
、
本

市
は
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
の

か
。
私
は
、
10
万
人
を
目
標

に
す
べ
き
と
思
う
が
、
市
内

全
域
に
人
口
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
は
難
し
い
。
人
口
増

ゾ
ー
ン
と
、
減
少
抑
制
ゾ
ー

ン
に
分
け
て
施
策
を
展
開
す

る
必
要
が
あ
る
が
考
え
を
聞

く
。
ま
た
、
過
去
の
質
問
で

も
述
べ
た
が
、
本
市
の
5

つ
の
戦
略
、
①
働
く
場
づ
く

り
②
交
流
人
口
拡
大
③
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
④
健
康
づ

く
り
⑤
選
ば
れ
る
街
づ
く
り

は
、
全
国
の
市
町
で
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
で
あ
り
、
や

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
、
働
く
場
づ
く
り
以
外
、

人
口
増
に
寄
与
し
な
い
。
5

つ
の
施
策
以
外
の
創
造
的
施

策
が
必
要
だ
が
考
え
を
聞

く
。
創
造
的
施
策

は
、
幅
広
い
世
代

へ
の
課
題
解
決
・

人
材
育
成
が
効
果

的
と
考
え
る
が
本

市
の
見
解
を
聞

く
。

答
本
市
の
目
指

す
べ
き
方
向
性

は
、
10
万
人
を
目

標
に
し
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。
ゾ
ー

ン
分
け
に
つ
い
て

は
、
都
市
機
能
誘

導
区
域
と
居
住
誘

導
区
域
と
し
て
、
人
口
を
誘

導
す
る
区
域
を
定
め
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
ご
と
の
将

来
人
口
を
設
定
す
る
方
向
で

考
え
て
い
る
。
市
の
独
自
施

策
に
つ
い
て
、
現
行
の
5
つ

の
挑
戦
に
は
成
果
が
見
え
な

い
状
況
で
あ
る
が
、
本
郷
工

業
団
地
の
企
業
誘
致
、
Ｄ
Ｍ

Ｃ
設
立
等
の
特
徴
的
な
事
項

へ
の
対
策
を
総
合
戦
略
に
位

置
づ
け
て
取
り
組
む
。

　

人
材
育
成
に
つ
い
て
も
準

備
し
て
お
り
、
こ
の
取
り
組

み
が
市
独
自
の
施
策
に
つ
な

が
る
と
認
識
し
て
い
る
。
30

年
後
の
人
口
推
計
６
万
２
千

人
と
は
違
っ
た
未
来
を
目
指

し
、
努
力
し
て
い
く
。

２
０
２
０
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
せ
と
う
ち
広
島
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
「
せ
と
う

ち
島
た
び
ク
ル
ー
ズ
」
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

德と
く

重し
げ 

政ま
さ

時と
き 

議
員

三
原
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

正し
ょ
う

田だ 

洋よ
う

一い
ち 

議
員

佐木島から瀬戸内海を望む

三原市街地の風景
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一　　般　　質　　問

年
で
８
０
９
人
だ
っ
た
。
こ

の
数
値
は
、
初
め
て
が
ん
と

診
断
さ
れ
た
人
数
で
あ
る
。

　

29
年
の
本
市
の
総
死
亡
者

数
１
３
４
３
人
の
う
ち
、
が

ん
に
よ
る
死
亡
者
は
３
３
１

人
で
、
24
・
６
％
を
占
め
て

お
り
、
死
亡
原
因
の
第
１
位

で
あ
っ
た
。

❷
本
市
に
お
け
る
が
ん
の
５

年
生
存
率
は
、
現
在
市
区
町

村
単
位
で
は
示
さ
れ
て
い
な

い
の
で
不
明
で

あ
る
。

　

国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
が

５
年
生
存
率
の

デ
ー
タ
を
公
表

し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、

部
位
別
で
最
も

高
か
っ
た
の
は

前
立
腺
が
ん
の

98
・
６
％
、
次

い
で
乳
が
ん
の

92
・
５
％
、
子

宮
頸
が
ん
75
・

３
％
、
大
腸
が

ん
72
・
９
％
、
胃
が
ん
71
・

６
％
で
70
％
を
超
え
て
お
り
、

が
ん
全
体
で
は
生
存
率
は

年
々
向
上
し
て
い
る
。

❸
が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
の
た
め
に
は
、
ま
ず
定

期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と

が
一
番
大
事
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
本
市
で
は
、
検
診
機
会

の
確
保
と
受
診
勧
奨
に
努
め

て
い
る
。

❹
地
区
医
師
会
及
び
検
診
機

関
等
と
の
連
携
を
図
り
、
土

曜
日
、
日
曜
日
検
診
や
託
児
、

レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
検
診
な
ど

も
継
続
実
施
し
、
受
け
や
す

い
が
ん
検
診
の
体
制
づ
く
り

を
行
い
、
受
診
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

問
近
年
が
ん
患
者
は
、
人

口
動
態
統
計
に
よ
る
と
２
０

１
９
年
予
想
で
死
亡
者
数
は

33
万
６
４
６
８
人
で
、
全
死

亡
要
因
の
30
・
４
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
日
本
人
の
３
人

に
１
人
は
が
ん
で
死
亡
す
る

こ
と
に
な
る
。
厚
生
労
働
省

の
予
測
で
は
、
年
次
推
移
か

ら
見
て
２
人
に
１
人
は
生
涯

リ
ス
ク
と
し
て
が
ん
に
罹
患

す
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
次
の
４
点
に
つ
い

て
問
う
。

❶
本
市
の
が
ん
患
者
の
人
数

と
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は

何
人
か
。

❷
が
ん
患
者
の
５
年
生
存
率

は
ど
の
く
ら
い
か
。

❸
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

向
け
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
。

❹
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

答
❶
が
ん
罹
患
者
数
は
、

広
島
県
の
が
ん
登
録
に
よ
る

と
直
近
の
デ
ー
タ
は
平
成
26

問
情
報
収
集
の
状
況
は
ど

う
か
。
宣
言
を
行
う
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
か
。

答
９
月
に
壱
岐
市
で
市
長

提
案
を
議
決
、
10
月
に
鎌
倉

市
で
議
会
発
議
に
よ
り
決
議

さ
れ
た
。
市
民
へ
今
の
気
候

が
非
常
事
態
だ
と
周
知
す
る

こ
と
、
非
常
事
態
を
抑
制
す

る
行
動
を
起
こ
す
こ
と
な
ど

が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
今
後

も
情
報
収
集
に
努
め
る
。

　

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

を
目
指
し
掲
げ
た
環
境
基
本

計
画
の
目
標
が
実
現
で
き
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

宣
言
を
行
う
こ
と
は
、
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、

国
や
県
な
ど
の
動
向
を
見
な

が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
問
題
に
つ
い
て

問
２
０
５
０
年
ま
で
に
海

中
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
が

魚
の
量
を
超
え
て
し
ま
う
と

報
告
さ
れ
、
世
界
的
に
対
策

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
海
岸

漂
着
ご
み
や
漂
流
ご
み
の
取

り
組
み
を
問
う
。

答
毎
年
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

瀬
戸
内
」
と
し
て
、
地
元
の

町
内
会
や
三
原
海
洋
少
年
団

な
ど
約
２
０
０
人
が
佐
木
島

の
海
岸
を
清
掃
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
み
は
ら
し
環
境

会
議
の
地
域
会
議
と
市
が
共

催
し
、
小
学
生
と
保
護
者
を

対
象
に
佐
木
島
の
海
岸
清
掃

と
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
、
環

境
学
習
を
行
っ
た
。

　

広
島
県
清
港
会
が
担
当
海

域
ご
と
に
清
掃
船
を
週
に
１

回
出
し
て
漂
流
ご
み
を
回
収

し
、
三
原
市
漁
業
協
同
組
合

が
年
に
１
回
底
び
き
網
で
海

底
ご
み
を
引
き
上
げ
、
市
が

回
収
、処
分
を
行
っ
て
い
る
。

問
発
生
抑
制
の
重
要
性
が

高
ま
り
、
国
の
省
庁
等
の
会

議
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
提
供

が
禁
止
と
な
っ
た
。
会
議
な

ど
で
の
飲
料
水
提
供
に
つ
い

て
、
環
境
配
慮
方
針
を
明
確

に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
環
境
基
本
計
画
に
掲
げ

る
対
策
は
、
排
出
抑
制
、
繰

り
返
し
使
う
再
使
用
、
資
源

と
し
て
利
用
す
る
再
生
利
用

の
取
り
組
み
を
今
後
も
推
進

す
る
。
会
議
で
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
提
供
に
つ
い
て
も
検
討

を
行
う
。

問
水
道
部
が
販
売
し
て
い

る
水
道
水
「
三
原
だ
よ
り
」

は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
問
題

と
原
価
割
れ
の
問
題
が
あ

る
。
代
替
案
を
検
討
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
採
算
面
や
自
然
環
境
へ

の
配
慮
を
踏
ま
え
、
結
論
を

出
し
た
い
。

■
こ
の
他
の
質
問
事
項

● 

地
域
経
済
循
環
に
つ
い
て

が
ん
撲
滅
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

政ま
さ

平ひ
ら 

智と
も

春は
る 

議
員

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」に
つ
い
て

安あ
ん

藤ど
う 

志し

保ほ 

議
員

検診車

魚類･鳥･ウミガメなどへの影響のみならず
人体への影響も懸念される海洋プラスチック
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中
山
間
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
事
業
費
補
助
に
つ
い
て

問
補
助
の
成
果
と
今
後
の
見

込
み
は
。

答
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘

致
事
業
で
は
、
市
の
事
業
と
連

動
し
、
都
市
部
の
事
業
者
と
の

協
議
や
意
見
交
換
を
行
う
中
で

事
業
の
推
進
が
図
ら
れ
た
。
こ

の
事
業
を
採
択
す
る
際
に
10
年

間
の
事
業
計
画
が
提
出
さ
れ
て

お
り
、
3
年
目
以
降
に
黒
字
化

が
図
ら
れ
、
収
益
事
業
と
し
て

継
続
し
た
展
開
が
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に
対

す
る
学
習
支
援
事
業
に
つ
い
て

問
平
成
30
年
度
の
対
象
者
と

参
加
者
が
増
え
て
い
な
い
原
因

と
今
後
の
対
応
は
。

答
対
象
者
数
は
２
０
０
名

で
、
実
際
に
参
加
し
た
人
数
は

8
名
で
あ
る
。
参
加
者
が
増
え

な
い
要
因
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
の

優
先
や
、
教
育
に
対
す
る
意
識

の
希
薄
な
保
護
者
が
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
生
活
保
護
世
帯
に

は
、
定
期
的
な
家
庭
訪
問
時
に

当
該
事
業
へ
の
理
解
を
求
め
、

参
加
者
増
加
に
努
め
た
い
。

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

問
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害

を
原
因
と
し
て
新
た
に
認
定
を

受
け
た
児
童
生
徒
は
何
名
か
。

ま
た
、
就
学
援
助
を
知
ら
な
い

保
護
者
へ
の
周
知
は
。

答
小
学
校
で
は
認
定
さ
れ
て

い
る
９
８
５
名
の
内
、
被
災
を

原
因
と
す
る
者
は
97
名
、
中
学

校
で
は
４
４
１
名
中
30
名
で
あ

る
。
就
学
援
助
制
度
は
学
校
等

を
通
じ
て
全
家
庭
に
案
内
し
て

い
る
。
ま
た
入
学
前
に
も
周
知

し
て
い
る
。

災
害
復
旧
に
つ
い
て

問
国
や
県
の
補
助
事
業
で
不

十
分
な
と
こ
ろ
を
市
独
自
で
従

来
の
制
度
を
拡
充
し
た
り
、
新

し
い
制
度
を
創
設
し
た
も
の
が

あ
る
か
。

答
建
物
の
浸
水
の
程
度
を
基

準
と
す
る
緩
や
か
な
基
準
を
採

用
し
、
り
災
証
明
に
応
じ
た
義

援
金
の
支
給
範
囲
の
拡
大
を

図
っ
た
。
農
林
施
設
関
係
で

は
、
被
災
し
た
用
水
路
の
仮
復

旧
の
対
応
を
、
市
独
自
の
事
業

と
し
て
行
っ
た
。

討
論
・
採
決

反
対
討
論

　

大
型
箱
物
事
業
が
推
進
さ

れ
、
地
方
債
残
高
を
押
し
上

げ
、
市
民
生
活
に
寄
り
添
っ
て

い
な
い
。

　

三
原
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
負
担
金
に
関
し
、
不
燃
物
処

理
工
場
更
新
事
業
の
入
札
手
続

に
つ
い
て
、
疑
義
の
申
し
出
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
検

証
を
行
わ
な
い
ず
さ
ん
な
対
応

を
し
て
い
る
。

賛
成
討
論

　

災
害
復
旧
を
優
先
し
た
が
、

本
市
の
重
要
な
事
業
に
つ
い
て

も
着
実
に
行
わ
れ
た
。

【
採
決
】

　

議
第
39
号
、
48
号
に
つ
い
て

は
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
。
他
18
件
は
全
員
一

致
、
各
決
算
は
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
し
た
。

※
採
決
の
結
果
は
、
14
・
15
ペ
ー

ジ
及
び
三
原
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
「
議
決
結
果
」
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

決
算
特
別
委
員
会（
質
疑
の
抜
粋
）

決
算
特
別
委
員
会
の
概
要

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、令
和
元
年
10
月
15
日
か
ら
18
日
ま
で
の
４
日
間
の
日
程
で
開
催
し
、平

成
30
年
度
の
決
算
審
査
を
行
い
、認
定
し
ま
し
た
。主
な
質
疑
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
事
業
・
児
童
館
事
業

は
「
子
ど
も
支
援
」だ
。「
子

ど
も
支
援
」
を
意
識
し
た
事

業
を
充
実
し
て
進
め
る
た
め

に
「
子
育
て
支
援
課
」
で
は

な
く
「
子
ど
も
支
援
・
子
育

て
支
援
課
」
に
課
名
を
変
え

て
は
ど
う
か
。

答
「
子
育
て
支
援
課
」
は

児
童
ク
ラ
ブ
・
児
童
館
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
・
乳
幼
児
等
医
療
補

助
・
児
童
手
当
・
ひ
と
り
親

支
援
・
児
童
遊
園
・

子
ど
も
の
貧
困
対
策

な
ど
を
所
管
し
て
い

る
。
課
の
名
称
は
、

担
当
業
務
を
端
的
に

明
確
に
表
し
市
民
に

分
か
り
や
す
く
伝
わ

る
よ
う
に
心
が
け
て

い
る
。

　

現
状
に
お
い
て
、

一
定
程
度
市
民
に
定

着
し
て
い
て
、
直
ち

に
は
必
要
性
を
感
じ

て
い
な
い
が
、
他
市

に
お
い
て
「
子
ど
も

課
」「
子
ど
も
家
庭
課
」
な

ど
子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た

名
称
に
し
て
い
る
事
例
が
み

ら
れ
る
。
社
会
の
情
勢
や
市

民
ニ
ー
ズ
な
ど
の
変
化
を
踏

ま
え
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い

名
称
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

「
金
の
ル
ー
ル
」に
つ
い
て

問
金
の
ル
ー
ル
を
定
め
た

過
程
を
問
う
。

答
10
年
前
、
市
議
会
で

「
三
原
教
育
の
日
」
を
制
定

し
た
。
教
育
委
員
会
は
「
三

原
教
育
宣
言
」
に
基
づ
い
て

金
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
。

問
10
年
続
け
て
き
た
「
金

の
ル
ー
ル
」
の
成
果
・
課
題

と
、
子
ど
も
や
家
庭
・
地
域

の
受
け
止
め
を
問
う
。

答
子
育
て
に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
だ
と
浸
透
し
て
き
た

が
、
以
前
に
比
べ
て
薄
れ
て

き
て
い
る
。

問
一
度
見
直
す
た
め
に
子

ど
も
・
家
庭
の
お
も
い
を
確

認
し
て
は
ど
う
か
。

答
10
年
を
経
過
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
振
り
返
り
、
市
民
全
体
で

進
め
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
く
。

問
「
子
ど
も
支
援
」
の
た

め
の
公
園
に
は
、
公
園
を
囲

む
防
球
ネ
ッ
ト
や
ビ
オ
ト
ー

プ
（
畑
・
池
・
樹
木
・
チ
ョ

ウ
・
ト
ン
ボ
・
カ
タ
ツ
ム
リ
・

セ
ミ
な
ど
）
や
「
良
寛
さ

ん
」
の
よ
う
な
大
人
が
居
る

と
と
て
も
い
い
。

　
「
子
育
て
支
援
」
の
た
め

の
公
園
に
は
大
人
用
の
椅
子

や
木
陰
が
必
要
だ
。

　

保
護
者
に
代
わ
っ
て
子
育

て
を
引
き
受
け
て
い
る
児
童

「
子
ど
も
支
援
」の
意
識
化
に
つ
い
て

亀か
め

山や
ま 

弘ひ
ろ

道み
ち 

議
員

子どものための公園
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